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東京市芝区 T 質店 の 研究

一

戦前期東京に お け る質屋業 の 統計的分析

杉 山　伸 也

　本稿 は，r東京市統計年表』，お よ び東京市役所，日本銀行．東京質屋組合等 に よ る質屋

に 関す る調査を 利用 し て ，1906 〜38 年 に お け る 東京市 の 質屋 業者数と経営規模，貸出 ・

受戻
・
流質額お よび 口 数，貸出金額別内訳，市区別の 経営状況 な ど の 主要指標に つ い て考

察 し た もの で ある 。質屋業 は 徳川時代に 確立 し て い た業種で ，幕末 ・維新期の 混 乱で 滅少

し た あ と増加 し，ピ ー
ク 時の 1918 年に は 1，334 店 に 達した が，1923 年 の 関東大震災 で

約 3 分 の 1 に 激減 し た 。 質 屋 は ，動 産 を 担 保 に 庶 民 向 け の 短 期 の 小 口 金融 を お こ な う地

域住民 密着型の 金 融 機関で ，運転資本規模 は 2〜3万 円 の 小規模 ビ ジ ネ ス で あ り，大半 が

個人 ・家族経営で あ っ た
。 質屋 の 主要業務は 質物の 鑑定評価 と入 質 に よ る 利子 の 取得で

，

利率は 質屋取締法で 30 〜48％ に 決め られて い た。質屋 の 経営 は 1922 年 ま で は 順調 で あ

っ た が ， 23年 の 震災 で 大打撃を うけ た。そ の 後若干回復をみ た もの の，1930 年代初め の

不況を機 に 経営 の 小規模化 と質物 の 小 口 化がすす み ，資本回転率 は 1920 年代 の 年 3 回転

か ら 30 年代に は 2 回転 に 減少 して 利益率 は 低下 し．質屋経営は 悪化 した。

はじめに一 質屋業 の統計および調査

　近代 日本に お い て 質屋業は ，衣類 ・装飾品 （貴金属）・書籍な ど主 とし て 動産を担保に 小 口 の 資

金融通を お こ な う庶民の 金融機関 と し て 不可 欠の 存在で あ っ た 。 本稿で は ，戦前期の 東京市旧市
　 　 　 1）

部 15区に おけ る質屋 の 営業状況 に つ い て 東京市編 r東京市統計年表』 （1902 年以降）を利用 して

マ ク ロ ・レ ベ ル で 検討す る とともに ，日本銀行，東京市 ， 東京質屋組合など に よ っ て 随時実施さ

れた質屋業に 関する調査を併用して ，戦前期 の東京市の 質屋業の 動向 と特微を 明らか に した い
。

　質屋 に 関す る全国統計は ，r帝国統計年鑑』 や r府県統計書』 に 依拠 した渋谷隆
一 ・斎藤博に

よ るデ ータ ベ ース が ある が，東京府に つ い て は 1878 年 〜1894 年の 統計が あげ られ て い る の み

　 　 2）

で あ る 。 東京市 に お ける質屋 業に 関する統計は
， 東京市役所 に よ る東京 市編 r東京市統計年表』

お よ び東京市役所統計課 r東京市産業統計年鑑』 （1928年以降）と し て 公 表され て い る 。 r東京市

統計年表』 で は 1905 年 の 統計が欠け て い る の で ，本稿 で は ，日露戦後 の 1906 年か ら質屋業 に

1） 東京市 旧 市部 は ，麹町 ，神 田 ， 日本橋，京橋，芝，麻布，赤坂，四 谷，牛込，小石川，本郷，下

　谷，浅草，本所，深川 の 15区 で あ る 。 東京市 は 1889年 に 市制が施行され，1920年 4 月 に 豊多摩

　郡 ・内藤新宿 町，32 年 10月に 荏原郡 ・品川 町 ・目黒 町 ・羽 田 町 な ど近郊 5郡 82 町 村 が 編入 され て

　あ ら た に 20 区 （新市部）が 創設 さ れ ，さ ら に 36 年 10 月に 北多摩郡千歳村 お よ び 砧村 が 世 出 谷区に

　編入 さ れた 。1906 年以降 31 年 ま で の 東京市の 現住人 口 は ，1923 年 を の ぞ い て ほ ぼ 200 万人前後 で

　推移 し て い た。

2）　渋谷隆
．一一・

斎藤博 r府県別質屋業統計』 現代経済研究所 （調査資料第 1 号），1968 年 8 月．22 頁。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

対する営業統制の 強化 される 1938 年ま で の 時期を分析 の 対象 とす る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）

　東京の 質屋業に 関す るギな 調査に は， 目本銀行調査局 「質屋 二 関 ス ル 調査 」 （1913 年 7 月〉，竹
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）

内秀次郎 「東京市内質業 に 関す る 統計調査」 （1918 年 2 月〉，東京市役所 r質屋 業 ノ 統計調 査』
　 　 　 　 　 6）

〔1926 年 3 月 ），東京市社 会局会社部 「東京市 内及郡 部 に 於 け る質屋に 関す る調査」 （1926 年 10
7｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8｝

月），東京市統計課 「市内質屋 に 関する 調杏 」 （1930 年 2 月），東京市役所編 r無産者金融機関 と し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10 ）　　　 r1〕

て の 質屋 の 研究』 （1931 年 2 月），東京質屋組合 に よ る調査 （1934 年 11 月）が ある 。
こ れ らの 調査

は ，特定年に 関する もの で あるた め ， マ ク ロ 的趨勢の な か で の 位置づ け られる必要がある 。

1　質屋 の ビジネス

（1） 質屋業の 業態

質屋の 起源は 大宝年間に まで さ か の ぼる とい われて い る が
， 質屋業が広範 に み られ る よ うに な

り制度的整備が お こ なわ れた の は 徳川時代で あ っ た 。 寛永〜元禄期に は 大坂 や 江戸で 質屋組合 ・

質屋会所 ・質屋総代がお かれ，また質入
・貸金利率な どの 標準化がはか られ，質屋業は業態 とし

3＞ 東京 市に よ る 統計 は，毎年各 区 役所 を 通 じて 各業者 に 調査 ・報告 を させ た もの で あ る が，営業 の

　実態が 明 らか に な り，微税資料 と し て 利 用 さ れ る 可 能性 が あ る な ど の 危惧 が つ よ く，調査自体 に 限界

　 が あ っ た 。1923 年 の 統言1は ，関東大震 災に よ り H 本橋 お よ び深川 2 区の 関係資料 が 焼失 し た た め に ，

　 そ の 分，若 ＋ 過 小 評価 に な っ て い る 。

4）　 日本銀行調査局編 r日本金融史資料』明治大正編，第25 巻，人蔵省，1961 年，所収。
こ の 調査

　は ，1910 （明 治 43 ）年前後 の 時期を 対象に ，質屋 の 「 卜級民 ノ 生活一ト，家 計 上 ノ 金融 機関 タ ル 機

　能 」 を 「社会政策的見地 」 か ら調査 した もの で あ る （同書，87 頁）。

5）　r統計集誌』 第 444号 〔1918年 2 月）。質業組合 に 依頼 し て 各区質業組合加入 の 1，100店 （質屋業

　者総数 の 83％）を対象に 実施 された 調査で ，1916 年 12 月末現在 の 統計。

6＞ 東京 市役所 に よ る 震災後 の 1924 （大止 13）年 に つ い て の 調査で あ るが，東京市編 r東京市統計年

　表 』 に も 1924 年 の 詳細 な統計が 掲載 され て い る 。

7）　 日本銀行調査局編 r日本金融史資料』 明 治大正編，第25 巻，所収。調査時期は ，1925 年 2 月末。

8）　1928 年 に つ い て の 調査 ・分析 （手書ガ リ版）。

9）　各 区役所 に よ る 1930 年 10 月現在 で の 市内質屋業者に つ い て の 直接調査。

10） 東京質屋組合質屋利子調査研究委員会 r質屋利子 の 研究』 東京質屋組合，1934 年。1932 年 を調

　査 対象年 と して ，33 年 8 月 に 実 施 さ れ た 調 査 で ，調 査 対象 は 「大 東京 」 の 組合員 1251 店 （うち 回

　答 数 796 店） で ，旧 市 部 15 区 は 621 店 （回 答 数 410 店 ） で あ っ た （同 書，317 −420 頁 ）。

11）　そ の ほ か ，1934 年に つ い て の 東京市監査局統計課 「本市に 於け る営利質屋の 概況 」 r東京市産業

　時報』第 2巻第 1 号 （1936年 1月） は，「市 内営利質屋 の 調査 」 r東京市公報 』 （1935年 11月 12

　日）お よび 「東京市内に 於け る営利質屋の 業況 」 r質屋月報 』第 67号 （1935年 12月）と して 調査

　概要が再録 されて い る 。 また，36年 の 調査とし て ，東京市企画局統計課 「市民の 質屋利用状況 」 （1）

　（2）『東京市公報』 （1937年 12 月）があ る 。

　　東京市 に よ る統計をめ ぐっ て は ，行政 と質屋業者 の あ い だ で 解釈 の 相違 もみ られた 。質屋業者 の 側

　か らみ れば，東京市役所 の 統計調査は 「そ の 発表に あた つ て は ，甚だ し く誤 つ た解釈が そ れ ら の 数字

　の 上 に 組み 立 て られ て ゐ た り，そ こ か ら 抽 出 さ れ る 結論 は 従つ て 質屋 業者に と り不 当に 不 利で あ る も

　の が 多 か つ た 」 と い う （東京質屋 組合 『質屋 利 丁
一
の 研究』 316 頁 ）。た とえ ば．1913 年 の 日本銀行

　「質屋 二 関ス ル 調 査 」 は，質屋 の 「所得ハ 莫大 ナ ル ヘ キ ヲ 察知 ス ヘ キ ナ リ 」 （103 頁） と指摘 し．結論

　で は，高金利 や 月割 り利 息計算法 の 不 当性，転質の 弊害，流質や 質物 の 自由処 分」消費金融に よ る 産

　業資金 の 障害な ど を あげて 「私営主義 」 の 弊害 を 強調 し
，

「質業公営 主 義 」 を 主 張 し て い る （105−

　108貝）。 また ，1926 年 5 月の 東京市社会局会社部の 調査 で は ，運転資 金 と貸 出 高 と の 比 率が 誤 っ て

　記載され て い る （1054頁）。

10　 （298）
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て もすで に 確立 して い た 。

　明治以降，徳川期 の 商慣習を基礎 に 法的整備 がすすめ られ た 。 1872 年 11月に は 国立銀行条

例 （太政官布告第 349号）が 公布され ，73年 7 月 の 古着古金等渡世之者取締規則 （東京府乾第 191

号） で は質屋同業組合 の結成，新規加 入業者の強制参加，鑑札制な どが規定されて い た が，民間

の 両 替業務は ，徳川期か らの 慣例を継承 し て 「盗之品並遺失品捜索便利之為メ 」 に 禁止 され る こ

とはな か っ た 。 しか し ，
1876 年 8 月の 国立銀行条例 の 改正 に 準じた措置と 思われ るが

， 同年 11

月の 八 品商取締規則 （警視庁布達甲第 8 号 ） で は 両替商は商業の 対象外と されて い る の で ，こ の 時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Iz）

点 で 銀行業 と質屋業が分離さ れ た と い え る もの の ，ともに 金融機関 として 位置づ けられ て い た 。

　1884 年 3 月に は 質屋取締条例 （太政官布告第 9 号）が制定 され ， さ らe− 　1895 年 9 月に は 質屋

関係の 本格的な法律と して 質屋取締法 （法律第14 号）が 公布 され，同法 は 1900 年，1905 年，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13）

1910 年の 3 回に わ た り改正 された が ，
1950 年 5 月に 質屋営業法 （法律第 158号）が制定 され る

ま で ，質屋 の 営業は 基本的に こ の 質屋取締法 と同年の質 屋取締法細則 （内務省令第 9 号）な どに

依拠 し て 運用さ れ た 。質屋取締法は 許可主義に もとつ い て い た の で ，質屋業者 は 管轄 の 行政庁
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぞ うひん

（東京府 の 場合 は 警視庁） に 届出 ・免許取得 の必要があ っ たが，政府 に よる監督は 「全 ク贓品 ［盗
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14）

品］遺失品竝二 衛生 二 関ス ル 取締 二 過キ 」なか っ た とい う。

　質屋の 業態は ，経営主体か らみ る と私営 （民営 ・営利）質屋 と公益 （公営）質屋 （市営 ・町営） に

わ け られ ，また営業形態か らみ る と専業質屋 （直質店） と兼業質屋に わ け られる 。 経営組織で み

る と，1925 年 2 月末 の 東京質屋組合 の 調査 で は ，市 内質屋 499 店 の うち 98％ が個人経営 で ，1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1fi）

店 当た りの 従業員数は 1 名程度で あ っ た 。
1932 年末 の 東京質屋組合 の調 査で は ，東京旧市部

408 店 の うち直質店 （含子質）が 383店 （94％）で ， 1店当た り店員 1．84 人，家族従業者 1．35 人 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16）

合計 3．19 人 （男女比 は ほ ぼ 9 ： 1） で あ っ た の で ，質屋業者 の 大半は 個人 ・家族経営の 直質店で あ

っ た 。

　専業 ・兼業別に つ い て み る と
，

1910 年前後に は専業質屋が 76％，古物商 ・古着商，物品販売，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 17 ）

金融業な どを か ね る兼業質屋が 24％で あ り，1924 年に は市 内質屋 514 店 の うち 専業が 387 店
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Is）

（75％），兼業が 127 店 （25％）で あ っ た 。 残 された統計か らみ る と，こ の 間変化がなか っ た よ う

12） 渋谷隆
一一・鈴木亀二 ・石山昭次郎 r日木 の 質屋』 早稲 田 大学出版部，1982 年，612 −615頁 。

こ

　こ で い う八 品商 とは 「商業 ヲ 営 ム 者 」 の 「総称 」 で ，本来 の 意味は 質屋 の ほ か 占着屋，占着買，古鉄

　屋，古鉄買，古道具屋，小道具屋，唐物屋 の 8 業種で あ っ た （戸沢行夫 「八 品商と して の質屋 」 r史

　学』 第 51 巻第 4 号，1982 年 3 月）。

13） 東京質屋組合 『質屋利 子の 研究』27−28 頁 e

14）　 日本銀行調 査局 「質屋 二 関 ス ル 調査 」 105 頁。

15） 棄京市役所 r質屋業 ノ 統計調査』 25−27頁 ；東京市社会局会社部 「質屋 に 関す る 調査 」 1046 −

　1048 ．1050 −1051 頁。

16） 東京質屋組合 r質 屋 利子 の 研究』 476−477 頁．折込付表 。

17）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関 ス ル 調 査 」 118−141 頁 。
こ の 時 期 か ら，債権売買，電話売買，年金貸

　付 ， 物 品 保管 な ど の 副業 が増加 す る傾 向に あ っ た とい う （小笠原繁夫 r質屋之研究 』 良 明 堂書店，

　1913 年，74 頁）。

18） 東京市役所 r質屋業 ノ 統計調査』24 頁 。 東京 市社会局会社部 「質屋に 関す る 調 査 」 は ，本業 96

　％ と して い る （1046 頁）が，調査方法 に 問題 が あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （299）　 11
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に み えるが
， 人戦ブ ー

ム の なか で い ち ど専業化がすすみ ，戦後不況か ら震災の過程で 質屋業だけ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19）

で は 経営 の 維持がむずか し くな っ た た め に 兼業が増加 した と指摘され て い る 。

　（2） 質屋業者数 の動向

　1851 〔嘉永4）年の 株仲間再 興令に よる組合 再興 時に 1，752 店あ っ た 江戸市中の 質屋業者は ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2e）

幕末 ・維新期の経済的混乱で倒産が 続出し，1869 （明 治 2）年 に は 1，258 店 に 減少 した とい う。

東京市 に おけ る質屋 の 創業年に つ い て み る と，1925 年 2 月現在で 開業 し て い る市内質屋 499 店

（中告漏れ 2 店） の うち，明 治以前 の 創業が 31 店 （6％），明治年間が 233 店 （47％〉，大正 年間が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21）

233 店 （47％） で
，
90％ 以 トが 明治以降に 創業 し て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22）

　徳川時代 に は 質業者は 両替商を 兼営 し て い た とい われるが，明治初期 の 東京 に お い て は質屋 の

銀行業あ るい は銀行類似会社 へ の 転換は ほ とん どみ られ な い の で ，さ きの 国立銀行条例な ど銀行

業に 対す る規制強化 と と もに
， 質屋業者は 動産担保の 質屋 業務に 特化 した と考え られ る 。 明治期

に は 銀行以外の 金融機関に対する規制は ゆ る や か で ，ま た 庶民金融に 対する需要 も拡 人し て い た

と推測され る の で ，質屋業へ の 参入 は 比較的容易で あ っ た と思 われ る 。本 パ ネ ル 報告が 対象 とす

る T 質店 も明治期 の 創業で あ っ た 。

　東京市旧市部 15 区に おける 質屋業者数の 推移を み る と （図 1），1918 年に 1，334店 で ピーク に

図 1　 東京 市 （旧市部 15 区）質屋 業者数の 推移 （1906〜38年）
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注）　質屋数 は 各年 12月末。1928〜32年は 公 益質屋を 含む。
資料）　東京 市編 r東京市統計 年表 』 各 年 よ り作成。

19） 東京市役所 r質屋業 ノ 統計調査』 22 頁。

20） 小笠原 r質屋之研究 』 12−34頁 ； 日本銀行調査局 「質屋 二 関 ス ル 調 査 」 88 頁 ；辛 田成友 「質屋 に

　つ い て 」 r商学研究 』 第 4 巻第 1号 （1924 年 5 月）；東京市役所編 r無産者金融機 関』 15−35 頁 ；東

　京質屋 組合 『質屋利于 の 研究』 10−26 頁。

21） 東 京 市 社会局会社部 「質 屋 ec関す る 調 査 」 1049 −1050 頁。た だ し，こ の 数値 は 震災後 の 調 査 で あ

　るた め ，地域的 バ イ ア ス が か か っ て い る可 能性 が 高い
。 1924年以降開業 の 76 店の 大部分は，「震災

　後
一

時廃業 し た る もの が 再 び 開業 し た る もの で あ る 」 （同書，1050 頁 ）。

22）　東京質屋組合 『質屋利子 の 研究』 26 頁。
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達した あと，第一次大戦後の 不況の 影響で減少傾 向にあ っ た 。
こ の 原因は利回 りの 低下 と営業費

の 増加 に よる収益 の 減少に あ っ た とい わ れるが ，質屋数の 減少は そ の ま ま廃業を意味したわけで

は な く，新規開業 もあ っ た の で ，廃業数は 減少分以上 とな る 。 事実，1919 年 〜22 年に は 開業数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 23）

39 店に対 して 廃業 は 279 店に の ぼ っ た 。 1923 年の 関東大震災は こ うした減少傾 向に 拍車を か

けた 。なか で も神円，日本橋，京橋，浅草，本所，深川の 各区は壊滅的な打撃を うけ，質屋数は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 24 ）

408 店に ま で 激減 した 。 東京質屋組合 の 質屋震災害調 に よ る と，組合員 1，083 店 の うち 730 店
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25）

（67％）が震災に よる火災 の 被害を うけ，焼失質物見積額 は 2，159万円に の ぼ っ た とい う。

　震災後， 私営質屋 の 営業に 影響を お よ ぼ し た の は
，

1927 年 3 月制定 の 公益質屋法 （8 月 施 行）

に よ る公益質屋の 登場で あ っ た 。 公益質屋は社会政策的見地 か ら下層階級の救済を 目的 とする も

の で ，東京市の 場合は，1919 年の 東京府社会事業協会の 創設を嚆矢 とす るが t1924 年に 市営質

屋 4 店舗が 設置され ，
28 年 に は 11 店 ， 36年 に は 30店 に 増加 し た

。 公益質屋 の 貸出額 は 低額

で あ っ たが，質物評価額は 高く，また貸出利率 も低利で ，私営質屋 と競合 した 。 しか し，昭和恐

慌期に は運転資金 の 欠乏 と貸付金 の 回収不能 と利払 い の 停滞で ，公益質屋 の 経営状況は 深刻化 し

　 　 　 26）

た とい う。

2　質屋 ビジネス

　（1＞ 貸出の動向と顧客

　質屋 の 営業 の 核心 は ，質物価格 の 鑑定評価 と人 質 に よ る 利了の 取得 に あ っ た 。
「入 質物 ノ 主 ナ

ル モ ノ ハ 何 レ モ 日常使用品デ少額零細 ナ モ ノ ガ 多 イ
， 従 ツ テ 製造工 業 ノ 発達 ト共 二 是等大量生 産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ママ
品ノ価格 ハ 次 第 二 低廉シ テ 之 ガ有利 ナ ル 処 分ハ 困難ナ ル ノ ミナ ラ ズ 商品 ノ種類品質ハ 多種多様復
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 27｝

雑 トナ リ品質価格等 ノ 鑑定 ハ 特殊 ノ 知識 ヲ要 ス ル カ ラ其 ノ 営業ハ 決 シ テ 容易デハ ナ イ 」 と指摘 さ

れ るよ うに ，質屋が取 り扱う質物は ，「価格 ノ 鑑定容易」，「處分 ノ 容易⊥ 「流行 ノ 変遷激甚ナ ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28｝

サ ル 」，
か つ 「保管上物品 ノ変質少 キ 」 が重要な条件 とされて い る 。

　貸出金額 は 古着商 ・古物商へ の 売却価格を標準に ，質物評価額の 半額な い し は 3 分の 1 相当，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 29 ）

つ ま り原価 （質置主 の 購入 価格） の 30％ 〜40％，ある い は 「新 品に て 定価 の 約三 割．時価 の 約八

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3o）

割程度」 が通例で あ っ た。有価証券の質入が 多い の は東京株式取引所や 東京米穀商品取引所近辺

の 日本橋区 の 質屋で ，「質屋 ノ 有価証券 二 対 ス ル 貸出金ハ ，銀行 二 比 シ 遙 二 多額 ナ ル ＝ 因ル モ ノ 」

23） 東京市社会局会社 部 「質屋に 関す る調 査」 1045，1049頁 。

24）　東京市役所編 r無産者金融機関』 42 頁 。

25） 東京市社会局会社部 「質屋に 関す る調査」 1043 −1044 頁。

26） 東京市役所 r質屋業 ノ 統計調査』 79 −80 頁 ；東京市統計課 「市内質屋 に 関す る 調査 」 50頁 ；r東

　京朝 日新聞』 1931 年 2 月 5 日 お よ び 4 月 26 日 ；東京市企 画局統計課 「市民 の 質屋利用状況 」 （1）

　『東京市公報』 1937 年 12 月 21 日。

27） 東京 市 役所 r質屋 業 ノ 統計調査』 8 頁。東京市統計課 「市内質屋 に 関す る 調査 」 5 頁，お よ び 東

　京 市 役 所 編 r無 産者金融 機 関 』 44 頁 に も同様 の 記 述 が あ る。

28）　 日本銀行調 査局 「質屋 二 関ス ル 調 査 」 91，98 頁 。

29）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関ス ル 調査 」 91−92 頁。

30） 東京質屋組合 r質屋月報 』 第 58 号 （1935年 3 月），10頁。
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図 2　東京市 （旧市部 15区 ）質屋貸出 ・受戻 ・流質額 （1906〜38年）

（1ρ00円）
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　 　 　 注）　 貸出額は，前年繰越額 ＋新 規貸出額。1923 年は 日本橋 区お よ び 深川区 を 除 く。1928 〜32年 は公 益

　 　 　 　 質岸を 含む。
　 　 　 資料 ）　 東京市編 『東京市統 計年 表』 各年 よ り作成。
　 　 　 　 　 　 31）

で あっ た とい う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R2］

　質物鑑定評価技術に つ い て は，た とえば小笠原 r質屋之研究』 に 詳 しい 記述がみ られ，また東

京質屋組合の r質屋月報』 に は
， 衣類や 時計 ，

カ メ ラ
，

ミ シ ン な ど主要な 質物 の 鑑定評価の 方法

や新品 ・中古品の 詳細な価格表が掲載 されて い る の で ，評価額に 若干の 高低差は ある に し て も，

質屋業者間で は ほ ぼ標準的 な価格 に 関す る情報が共右 され て い た と思わ れ る 。

　図 2 は東京 101【f区 15 区 の 質屋 の 貸出 ・受戻 ・流質額を しめ し て い るが ，

一見して 関東大震災

の 影響の 大きさが 明らか で ある 。質屋の 貸出額の 規模 は震災前の 4，800 万 冂か ら震 災後に は約 3

分 の 1 に 縮小 し，それ 以降 も 1930 年代末ま で に 70％ 程度回復した に す ぎな か っ た 。 年間 の 総

貸出額は 前年の 繰越額 に新規貸出額を加 えた額で あるが，総 貸出額は 大戦期 の 1916 年以降 19

年ま で 急増し，22 年に ピ ー
ク をむ か えた 。 新規貸出額 も 1916 年以 降増加 したが ，19 年 に は頭

打ち に な り，19年か ら 22 年ま で の 貸出規模は 3，800 万 円 前後で 推移す る と 同時に 繰越高 も漸増

し た 。

　貸出額 の 増加 は ，大戦期 の イ ン フ レ の 影響 も大 きい と思わ れ る の で ．貸出 ・受戻 ・流質 口 数

（図 3） を み る と，図 2 と は 異 な り ， 貸 出 凵 数は 1919 年ま で ほ と ん ど変化が な か っ た が
，

19 年

か ら 22 年に か けて 減少 し，関東大震災で 激減 し て い る 。 震災以降は 「q復す る もの の ，1930 年

代後半期に い た っ て も半分程度しか 回復 しなか っ た。

　つ ぎに ，質物 1n 当た りの 年間平均貸出 ・受戻 ・流質額 （図 4）をみ る と
，

1914 年以降の イ ン

フ レを反映し て 1 口当た りの貸出額 は急増 し，23 年に 8．83 円で ピ ー
ク に 達した が，震災で 貸出

口 数が激減し た もの の ，1 口 当た りの 貸出額の 減少は小 さ く，震災の 影響は 限定的 で あ っ た とい

　 31）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関 ス ル 調 査 」 96 −97 頁。無記名有価証券や 小 切 手 も取引上 動産 とみ な さ

　　れ た （東京質屋組合 『質 屋利 子 の 研究 』 38 頁 ）。

　 32＞　小笠原 r質屋之研究』第 2 編第 3 章 。
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図 3　東京市 （旧市部 15区 ）質屋貸出 ・受戻 ・流質口 数 （1906〜38年）

（1ρOO 口）
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江 ） 貸出 口 数は，前 年繰越 口数 ＋ 新規 貸 出 冂 数。1923 年 は 日本橋 区お よ び深川 区を 除 く。1928 〜32 年

　　は 公益質屋を 含 む。
資料）　東京市編 r東京市統 計年表』 各年 よ り作成 。

　　図 4 東京市 （旧市部 15区）質物 1 ロ 当た リ年間平 均貸出 ・受戻 ・流質額 （1906〜38年）

（円）

1098765432

　10

　1906　1908　1910　1912　1914　1916　1918　1920　1922　1924　1926　1928　1930　1932　1934　1936　1938　（年）

　 注） 1 口 当た り 半均 金 額は ．原表 に 記載の あ る年 もあ る が，再計算 した 。1923角
一
は 日本橋区 お よ び深

　 　 川 区を除 く。1928〜32年は 公益質屋を 含 む。

　資料 ）　 東京 巾編 r東京市統計年 表』 各年 より作 成 。

っ て よ い
。 貸出額は ，1920 年代の 7 円〜8 円か ら 30 年代に は 5 円 〜 6 円に 低下し て い る 。

と く

に 1932年以降は 1 口 当た りの 貸出額 ・受戻額が下げ止 ま る の に 対して ，流質額は 継続 して 減少

して お り，これは 寝質 の増加を し め し て い る。

　質屋を利用す る た め に は ，通常は 保証人 （紹介者） が必要で
， 質物契約書をむすぶ 必要があ っ

た 。 明治末期に は，「質屋 ノ 顧客 バ

ー．
ド級細民 二 尤 モ 多キ ハ 勿論ナ ル モ 」 「近時質屋ノ顧客 ハ 下級 ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 33｝

貧民 ヨ リモ 寧 ロ 中産者 ノ 顧客 ヲ 増加 シ ツ ・ア ル ノ 傾向」 と指摘され て い る よ うに ，質屋市場は し

だ い に 貧困層か ら中産者に拡大 し た と思われ る。東京市内の 質屋 の 調査では ，少額質物の 質入 キ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （303）　 15
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　　 　　　 　　図 5

50 円以 上 10G円未満

20円 以上

50円

東 京市 （旧市部 15 区 ）質 屋新規 貸 出額 別 口数内訳

＼ ／
一’
100円以．卜

／

30円 1銭 以 上

lo 円

30円

100 円 1 銭以 上

　 　 　 　 　 　 1924 年 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1932 年

資料）　 1924 年は r東 京市統 計年 表』 1122 −1123 頁，1932 年は 東京 質屋組 合 r質屋利子 の 研究』

　 　 380 頁 よ りf乍成。

に は職 王 ・職人や労働者が多 く，質屋 1店 当た りの 各年末現在入 質者数は
，

1923 年が 255 人 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 34）

24 年は 156 人 で あ っ た 。

　図 5 は ， 1924 年お よ び 1932 年 の 東京毒 内質屋 1 匚1当た り新規貸出額 の 金額 別内訳を示 して

い る 。
こ の 期間に 1 冂以

．
ドの 入質 口 数は 8％ か ら 16％ に

，
5 円未満 （以 下） は 53％ か ら 64％

に ，10　II」未満 （以下） も 76％ か ら 85％ に 増加し，入質物 の 小 口 化が進行して い る 。

　ま た 質屋 に よ る 中小商 工 業者 へ の 資金融通に つ い て
，

1918 年 の 東京商業会議所 の 調査資料 で

は ，産業資金 と生活費の 区別 は 困難 と しなが らも 「質屋の貸出 金が直接に ，小商工業者の 資金 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 35）

化す る こ との 稀な る 」 事実が指摘 されて い る 。 しか し，1930年代に な る とこ うした状況に 変化

が み られ ， 東京市役所に よ る 中小金融の調査で は
， 質屋に よ る 中小商工 業者へ の 融通は 利用 口 数

の 6％，融通金額で は 0．2％ で ，平均融通額も 224 円に す ぎな か っ た もの の ，洋服 商や 建具 ・家

具 ・指物商 な ど年収 400 円未満 の 中小商工 業者が 76％ を しめ ，中小商丁業者 の 質屋利用が増加
　 36 ）

し た 。

　（2） 受戻 ・流質

　質物は 最終的 に は受戻 される か ，流質処分 に な る か の どち らか で ， まれ に 「贓品」 として 警察

に 没収される こ ともあるが ，その 比率は 貸出額の O．5％ に すぎなか っ た 。
一

般に 好況期に は 受戻

率が 高く．不況期 に は低 い と い われ るが，1906〜38 年乎均で総貸出額に対す る受戻額の 比率は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 37｝

68．1％，流質額の 比 率は 6．8％ （残 りの 24．5％ は 繰越 額 ） で 大 ぎな変化は な か っ た
。

　貸出 と受戻に は 年間を 通 じ て ，4 月〜6 月 と 10 月 〜12 月の 2 つ の 山が あ っ た 。月別に み る と，

　　 33）　 日本銀行譏査局 「質屋 二 関 ス ル 調査」 97 −98 頁。

　　 34） 東京市社会局会社部 「質屋 に 関す る 調 査 」 1067 −1070 頁。

　　 35） 東京商業会議所 「東京 市 内小 商T．ec金 融資料調 査 」 1918 年 6 月 ； 日本銀行調査局 rM 本金 融史

　　　資料』明治大止 編，第 24 巻，1960年，636 頁 。

　　 36） 東京市役所編 r東京市に 於け る中小商工 業者の 実際』下編，工政会出版部，1932 年，567，570 ，

　　　578−587，590頁 。 洋服商 の 場合は ， 大半が月賦 販 売で あ っ た こ とに よ る と い う。
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貸出で は 10 月以降が多 く，「最 モ 多忙 ナ ル ハ 年末」，つ ぎに 5 月 と 9 月の 「更衣 ノ 季節」 で あ っ

3S ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 39）

た 。 受戻 も 10 月以降が 多 く，
一

般に 12 月は 貸出高よ りも受戻高の 方が 多か っ た と い う。 受戻

で は，「高価な る質草程損失率大な る為努め て 受戻をなす」傾 向が つ よ く，本所，深川，浅草，

下谷な ど 「労働者 ， 薄給者 ， 貧困老等の 比較的多 く蝟集セ ル 」 地域で は ，牛活必需品が比較的多
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4o）

く入 質され るた め に 受戻 の比率が 高い とい う指摘 もある 。

　流質期限 （流期）は通常 4 ヵ月，書籍 ・時計 ・道具類 ・嵩高物は 3 ヵ月で ，流期の 翌月 3 日を

経過した ときは質置主 に 通知する こ と な く流質処分が 可能で あ っ た が，現実に は 質屋 の 裁量 で 質

入主や質物価格 を考慮 し て お こなわ れた 。 1932 年の調 査で は，旧市部質屋 の 74％ の 流質期限

は 6〜8 ヵ 月 で あ っ たが ，質屋に と っ て 流質処分は 望ま しい もの で は な く，流期 の 長期化は運転

資金 の 固定化 と資金回転率の 低下に ともな う利回 りの 低 ドを意味 し，また相場の 変動に よ る 不慮
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41｝

の リ ス ク 回避の た め に ，は や め に 処 分す る傾向があ っ た とい う。

　（3） 貸金利率と利息計算法

　貸金の 最高利率は ， 質屋取締法第 9条に よ り 25銭以下月 1銭 ，
1 円以下月 4％ （年利 48％），

5 円以下 3％ 〔同 36％），10 円以下月 2．5％ （同 30％） と定め られて い た が ，10 円 1 銭以上 の利

率に つ い て は 同法に 規定は な く， 1877 年制定 の 利息制限法 （太政官第 66 号 布告）が 適用され た
。

貸出利率は質物 の 種類や 貸出金額 の 多寡に よ っ て 異な り， 年利で は 20％ 〜48％ とな る が ，他の

金融機関 の 金利 と の 連動性は な く，利率は 質屋 と質物お よび質入 主 と の 相対関係で 決まる裁量的

な要素が つ よか っ た 。 1920 年代前半 の 東京質屋組合 の 普通利 率は ，市部 の 私営質屋で 31 ％ ， 郡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 42）

部の 私営質屋で 30％，公営質屋で も 25％ で あ っ た。

　利息計算法は 月割で
， 計算期は 月末で あ っ た 。し たが っ て ，月末に質物を 預け入 れ，翌月に 受

戻をす る場合に は 2 ヵ 月分の 利息を支払わ な けれ ばな らなか っ た が ，翌 月 3 日まで の 3 日間は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 43 ｝

猶予期間 とされた た め に ，質屋は 「月初 1 日 ヨ リ 3 日迄最モ 頻繁多忙」 で あ っ た とい う。

3　質屋の資産規模と経営

　  　資本金規模

　貸出金額 （貸出現在高） は 質屋 の 規模 に 相 応す る もの で
，

「質屋 ニ ハ 比較的資産老多 ク 」 と い う

　 　 　 　 44）

記述が ある
一

方，「東京地方に 於て は 自己の 全資本の み に依 て経営する もの は 比較的尠 く，大体

　　 37） 東京 市 役 所 編 r無 産者金融 機 関 』 86 頁。1923 年 の 流質額が 多い の は ，震災に よ る焼失 入 質物件

　　　が流質物 と して 処 理 さ れ た た め で あ る （同書，87 頁）。

　　 38＞　 日本銀行調査局 「質屋 二 関ス ル 調査 」 96 頁 ；東京市社会局会社部 「質屋に 関す る 調査 」 1070−

　　　1071 頁 。

　　 39） 楠見
一

正 「私営質屋 の 概況」 r経済論叢』 第 27 巻第 4 号 （1928 年 10 月），146 頁。

　　 40） 東京市役所編 r無産者金融機関 』 89 頁 ： 日本銀行調査局 「質屋 二 関 ス ル 調査 」96 頁 ；東京市統

　　　計課 「市内質屋に 関す る 調 査 」 1930 年 2月，28−29，31頁 ；東京市企両 局統計課 「市民 の 質屋利用

　　　状 況 （2＞」 r東京市公 報 』 1937 年 12 月 23 日，2811 頁 。

　　 41）　小笠原 r質屋之研究』 70頁 ；東京市社会局会社部 「質屋 に 関す る調査 」 1072頁 ；東京質屋組合

　　　『質屋利子 の 研究』，434−435頁。

　　 42）　東京市役所 r質屋業 ノ 統計調査』 76 頁。

　　 43）　 日本銀 行 調 査局 「質屋 二 関ス ル 調 査 」 92−93，96 頁。
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表 1 東 京旧市 部 資産規 模 別質 屋業者数 （1913年 5 月調）

区

金 額
　 　 　1 万円
　　 i
　 　 　 以下

円未満
．

3万 円

〜5万

円未満

5 万円

〜10万

円 未満

10万ll亅
〜20万

円 未満

20万 円

一30万

円未 満

30万円

〜50 万

円未 満

50万円　100万 円

〜75万
1〜15。万

　 　 　 1
円 未 満　 円 未満

300万

円以 ヒ
そ の他

1　 計

麹 　町

神　 田

日本橋

京　橋

芝 　　
1

麻 刷
赤 坂 1
四　谷

牛　込

小石川

本 　郷

下　谷

浅　草

本 　所

深 　 川

2231310204452661421106

1万 円

〜3万

．

　 　 7

　 　 8

　 16

　 　 正

　 　 l

　 　 l

　 　 1 ．

　 　 2

　 　 5

　 　 8

　 　 5

　 14

　 　 7

　．．．
2 ．

61

　 　 　 13

　 　 　 12

　 　 　 6

　 　 　 3i

　 　 　 2

　 　 　 3

　 　 　 5

　 　 　 7

　 　 　 7

　 　 　 16

　 　 　 11

　 　 　 6

　 　 　 115

5 ．　　　 1

7　 　　 6

12
．
　　 3

　 　 　 　 5
　 　 　 　 4

　 　 　 　 2

　 　 　 　 1

　 　 　 　 1

　 　 　 　 1

　 　 　 　 2

　 　 　 　 3

　 　 　 　 3

　 　 　 　 8

　 　 　 　 2

　 　 　 　 3

7535421131244

112

11211

．

13111

1

1

11

　 i1

　L

ll

l

ll

11

：
IlI

　 lI

　　　　 I
　 　 　 　 I

7466

2114732

ll　　 13
！　 62

　 　 　 49

　 　 　 46

　 　 　 64

　 　 　 17

　 　 　 13

　 　 　 11

　 　 　 12

　 　 　 20

　 　 　 27

　 　 　 39

　 　 　63
　 　 　 45
　 　 　 25

計 14684 11　　　 　 5 3 144506

％ 28．916 ．622 ．7458 、9428 ．3

102

．O
ト

2．2 ．
　　 1．O　 ． 06028 ．7100 ．0

注 〉 「そ の 他」 は 「未詳」 「無資産」 「負債 」 と 記載 の あ っ た もの 。質屋会社 22 社 を含む。
資料）　 日本銀行調 査局 「質 屋 二 関ス ル 調査 」 1913 年 7 月 ； 日本銀 行調 査局編 r日本金 融史資料 』 明治 大正編，第 25

　 　 巻，大蔵 省，1961 年，118 −141 頁 よ り作成。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 45）

に於 て 他よ り資金 の 供給を受けて 業務を営ん で 居る状態」 とい う指摘 もあ る 。 1910 年に お け る

東京 市内の 質屋業者の 資産規模別 内訳をみ る と （表 1）， 調査対象 の 506店は 同年 の 市内 の 質屋

業者数の 約 40％ に 相 当す る が，5 万 円未満が 68％，10 万円未満が 77％ で ，50 万 円以上 は 9

店に す ぎな か っ た
。

1932 年 に つ い て の 東京質屋組合 に よ る 調 査 の 総資本 金額別 内訳 を み る と 1

万 円以下 が 18％，1 万 〜3 万 円が 50％，3 万 〜5 万円が 20％ で ，資本金規模 3 万 円以下 の 中小
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 46）

質屋が 68％ をし め て い た 。

　質屋間の 特黴的な資金融通に ，親質屋 ・子質屋間 の 転質がある 。 親質屋は 直質店 の 場合 もあれ

ぽ兼業の 場合もあ るが，か な らずしも資産規模が大 きい わ けで は な く，また 子質屋に は 親質屋 か

らの れん 分けし て 独立 した直質店が多 い
。 親質屋 に よ る資金融通 の 状況が判明す る 1924 年に つ

い て み る と，親質屋は 市部で は 計 8 店 （牛込 2，麹町，芝，麻布，四谷，小石 川，深川各1）が あるだ

け で，子質屋 20店に 対する貸付高は 1 万 411 口 ，計 12 万 9，541 円，親質 1 店当た りの 年平均

融通額 は 1 万 6，193 円，子質 1 店当た りの 平均被融通額 は 6，477 円で ，貸付総額 に 対す る割合
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 47 ｝

は わずか 0．9％ にす ぎな か っ た 。

　 1932 年 の 東 京市 全体 の 資金 の 借 入 先 に つ い て の 調 査 に よ る と，653 店 ，借入 総額 382 万

44）　 日本銀行調査局 「質屋二 関ス ル 調査」90 頁。

45）　東京質屋 組合 r質屋利 子 の 研 究 』 1頁 。

46） 東京質屋組合 r質屋利子 の 研究』 344−345頁 。

47） r東京市統計年表』 1924年，1146−1147頁 ；東京市役所 『質屋業 ノ 統計調査』 72−75 頁。東京 の

　親質屋 の 事例 として は，福島屋質店 〔渋谷 ・鈴木 ・石山 『日本 の 質屋』 384−399 頁），お よ び 大和屋

　浅古質店 （斎藤博 『質屋史 の 研究 』新評論，1989 年，第 3 章お よ び第 5 章）があ る 。
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8，760 円 の うち ，個人 が 289 店， 193 万 473 円 （借 入 総額 の 50％ ），親質屋 が 119 店，60 万

7，615 円 （同 16％），銀行が 116 店，72万 8，048円 （同 19％），以下信用組合，信託会社 ・保険会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4s）

社な どそ の他の 金融機関とな っ て い る 。転質に よ る 資金融通の 金利 は 14〜18％，貸出金利 よ り

も若干低利で ，質物選択や価格鑑定は きび し い もの の ，月割計算に もとつ く猶予期間は 4 日 で

あ っ た 。 親質屋 も所有不動産や有価証券を担保とし て 銀行か らの 資金融通に依存す る こ ともあ り，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 49）

質屋銀行 と し て 宮城屋 貯蓄銀 行 （資 本 金 5 万 円 ） や 尾張屋銀 行 （資本 金 120 万 円 ） が あ っ た 。

　質屋の 資本は固定資本 と流動資本 （運転資本）か らな り，営業 用土地 ，店舗 ・倉庫な どの 建物，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5o）

営業用什器など の 固定資本 の 比率が高 く，1910 年代で 全資本額 の 30％ をしめ て い た 。 1920 年

代半ば の 東京市社会局の 調査で は
， 質屋の 営業開始資金は 最低で も倉庫 ・店舗な ど固定資本が約

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 51）

1万 5，000 円，貸出資金 2 万 円と推算され て い る の で ，固定資本の 比率は 43％ に な る。1932 年

の 東京質屋組合 に つ い て の 調査に よ る と，東京市 旧市部所在質屋業者の 1店当た り平均資本額
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 52）

は ，固定資本が 8，921円，運転資本が 2 万 315円 ， 総資本額は 2 万 9，236 円 とな る の で
， 固定

資本の 比 率は 31％ に な る。

　東京 市内の 質屋の 倉庫保有状況 に つ い て ，1925 年 2 月 の 東京質屋組合 の 調査に よ る と，住宅

の
一

部を倉庫 と し て 使用し て い る店舗 も多 く，約 80％ が倉庫を保有 し，倉庫を保有 しな い 質店

が約 20％ で あ っ た 。 と くに 日本橋，京橋，浅草で は ，半数以上 の質屋が倉庫を保有 し て い なか

　 53）

っ た 。

　  　資金の 運用状況一 貸出額と 回転数

　質屋 の 各年の 総貸出額は 年初現在高 （前年末繰越高 ） と新規貸出 高の 合計額で ある の で
， 総貸

出額は 入質高に 相当するが ， 1924 年お よび 32 年 の 調査に よる と貸出現在高は運転資本の 80％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 54 ）

で ，20％ は 営業 準備金に あ て られ て い た 。東京市質屋 1 店当た り年間平均貸出額を み る と （図

6），1920 年 に 4 万 8，435 円で ピ ー
ク をむ か え，29 年に 4 万 7，112 円 で 2 度 目の ピーク をむ か え

て い る。1920年代の 1店当た り平均貸出額は 4 万 3，738 円，30年代は 4万 4，745円で大 きな差
　 　 　 　

「
D5 ）

は な か っ た もの の ，新規貸出額 と繰越高 の 比率は 20 年代 の 4 ： 1 か ら 30年代 に は 3 ： 1 に な っ

て い る こ とか ら，預入期間が長期化 し て い る こ とが うか が える 。

48） 東京質屋組合 『質屋利子の 研究』 421頁。

49）　 日本銀 行調査 局 「質屋 二 関 ス ル 調査 」 101−102 頁。質屋銀行に つ い て は ，渋谷 ・鈴木 ・石 山 r日

　本 の 質 屋 』366−371 頁 。

50）　小笠原 『質屋之研究』 49 頁 。

51） 東京市社会局会社部 「質屋に関する調査 」 1054頁 。

52）　東京質屋組合 r質屋利子 の 研究』 350，358，362 頁 。
「〈座談会〉青年店主 tc創業 を聴 く」 r質屋

　月報』 第 74 号 （1936年 7 月），も参照 。

53） 東京市社会局会社部 「質屋に 関す る調査 」 1051 −1054 頁 ；東京市役所 r質屋業ノ 統計調査』 19−

　22 頁。倉庫 の 構造 は 土蔵が 60％，木造が 20％，その ほ か 石蔵 ・
コ ン ク リ

ー
ト造で あ っ た。

54）　 r東京市統計年表 』 1924 年，1120 −1121 頁 ；東京市役所 r質屋業 ノ 統 計 調 査 』 第 1 表 ；東京 質 屋

　組合 『質屋利子 の 研究』 363−364，368 頁。

55） 東京市社会局会社部 「質屋 に 関す る 調査」 は ，震災に よ る 質屋 1 戸当た りの 焼失質物見積額 の 平

　均 が 3 万 円 で あ っ た こ とか ら年 間 新 規 貸 出額 を 約 3 万 円 と し て い る （1043 ，1054，1056 −1057 頁）が，

　調査対象年は 震災の 影響で 新規貸出額が 低下 した 年 で あ る た め 過小評価 に な っ て い る と思われ る。
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図 6 東 京市 （旧市部 15 区 ）1 店 当 た り年 間 平均 貸 出 ・受戻 ・流 質額 （1906 〜38 年〉

　 （円）

：：：：：1［
　 　 140

，000

30ρDO

20，000

10，000

　 　 　

　　　
　 0
　 1906　1908　1910　1912　1914　1916　1918　1920　1922　1924　1926　1928　1930　1932　1934　1936　1938　（年）

　注〉 貸 出額は ，前 年繰越額 ＋ 新規貸出額。ユ店当た り平均 金額 は ，原表 に 記載の ある年 もあ るが，再計算

　 　 し た。

　 　 　1923 年 は 日本 橋 区 お よ び深 川 区 を 除 く。1928− 32 年 は 公 益 質 屋 を 含む 。
　資料）　 東京 市 編 r東京 市 統 計年表』 各 年 よ り作成 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 56）

　運転資本は
， 月末貸出額 の 年間平均ある い は 年間貸出高の 3 分の 1，い い か え る と年間貸出高

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5T］

は 運転資本の 約 3 倍 で あ っ た 。 1916 年末 の 調査で は ．市部 1 店当た り運転資本金 は 平均 5，285
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 56 ）

円で
， 運転資本に 対する貸出額 の 比率 ， すなわち資本同転率は 3．82 で あ っ た 。簑 災前の 運転資

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 59）

本金は 1 店当た り平均約 3 万円で ，25 年初に は 約半額に減少した とい われ るが，1924 年末の東
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6o）

京市の 調査 で は ，資本回転率は 市部で 3．03，郡部で 2．51，平均 2．81 とされ て い る 。 しか し，

1924 年の 統計 に よる と，1 店当た りの運転資本金は 1 万 408 円，平均貸出額は 3 万 6，686 円で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 61 ）

あ っ た の で ，資金回転率は 3．52 とな る （表 2）。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 62）

　 1930 年 10 月 の 東京市役所 の 調 査 で も年 3 回転 と され て い る の で ，大戦や震災を は さ ん で

1920 年代末ま で は資本回転率に 大 きな変化 は なか っ た と考え られ る 。 し か し，30 年代に な る と

状況 は 変化し，1932 年の 東京質屋組合の 調査 で は ，旧市部 の 年間資本回転率 は 2 ．19
，

し た が っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 63）

て 受戻平均期間が 5 ヵ 月半 に 長期化 して い る 。
1920 〜38年の 1 店当た り平均新規貸出額 は 3 万

3
，
500 円で 大 きな変化は なか っ た もの の ，資本 回転率は 20 年代の 3 回転か ら 30 年代に は 2 回

転へ 鈍化し て い る の で ，資金の効率性は 低下 し，全体として 質屋経営は 悪化 した とい える。

56） r質屋利子の 研究』 355頁。

57）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関ス ル 調査」 102 頁 ；竹内 「東京市内質業に 関す る 統計調査」 35 頁 。

58） 竹内 「東京市内質業 に 関す る統計調査」 109−110 頁。

59） 東京市社会局会社部 「質屋 に 関す る調 査 」 1044 頁。

60） 東京市役所 『質屋 業 ノ 統計調 査』 18−19 頁 。

61） r東京市統計年表』 1924 年，1120 −1121 頁。1925 年 2 月 の 東京 市社会局調査 で も 3．5 倍 と な っ

　て い る （東京市社会局会社部 「質屋に 関す る調査 」 1057 頁）。

62｝　 東京 市 役 所 編 『無 産者金融 機関』 8頁。

63）　東京質屋組合 r質屋利子の 研究』 371−372 頁。
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  r社会経済史学』 80− 3 （2014 年 11 月）

表 2 東京市質屋業者の 市区別経営状況 （1924年）

（学位 ；円）

市区 質屋 数 運転 資本金

　　　　　　11
店 当た り平均

運 転 資本金

1 店当た り平均

　　貸出額
資本 回転 率

麹　 町 13 218．600 16．815
　 　 　 11

　　　 58，860 3，50
神　 田 31 219800 7， 90 25β83 3．58

日本橋 12 56．575 4．715 lLO21 2，34
京　橋 24 138，500 5，771 18834 3．26
芝 44 579，200 13，164 49，443 3，76

麻　布 28 400．7 0 14．311 51，257 3．58
赤　坂 14 303，000 21，643 57，455 2．65
四 　谷 32 419，100 13、097 41，416 3．16

牛　込 58 817，254 14，091 48，8DO 3．46

小石川 64 655．9GO 10．248 36、492 3，56
本　郷 61 647．096 10．608 44，976 4．24
下 　谷 41 295，722 7，213 24，303 3．37
浅 　 草 50 312ユ30 6243 22、476 3．60

本　所 21 16L530 7，692 29、604 3．85

深　川 21 124，700 5，938 15、653 2．64

計 514 5，349β07 10，408 36β86 3．52

資料 ） 東京市編 r東京市統 計年 表』 1924 年，1120 −1121 頁 よ り作成。

　  　質屋の 経営

　1925 年 2 月の東京市社会局会社部 の 調査に は，23 年 10 月〜24 年 4 月末の 7 ヵ 月間の 市内某

質屋の 経営状況 が掲載 され て い る 。 震災直後 の 期間で ある こ とを 考慮 に い れ る必要 があるが，質

物に 関す る資金総額 は 3 万 1，889 円で ，収入 は 質物利子 6，596 円や流質処分に よる利益 606 円

な ど計 7，340 円，支出は給料，営業費，税金，雑費な ど計 4，189 円 で ，差引利益金は 3，151 円，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 64）

利回 りは 18．4％ ， 利益率は 年 16．9％ と な る
。 年換算する と

， 資金総額は 5 万 4
，
700 円 ， 運転資

本は そ の 3 分 の 1 と し て 約 1 万 8，200 円 とな る の で ，こ の 質屋は 平均的な タ イ プ とい っ て よ い 。

　質屋 の 経営状況 に つ い て の 詳細な調査 に は ，東京質業組合 （1930 年 よ り 東京質屋組合） に よ る

1916 年 末の 調査 と 1932 年末の 調査が あ る 。 1916 年末の 調査に よる と
， 同年の 運転資金総額

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 65）

581 万 3，751 円 に 対 し て利 了
』
収入総額は 150 万 4，317 円 で ，平均利同 りは 25．9％ とな る 。 1910

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 66）

年 の 日銀調査で は 質屋 の 資本利益率は 25 ％ 以上 とされて い るが ，r東京市統計年表』 に 掲載さ

れ て い る 1903 〜14 年 （1905 年は 欠） の質屋業者の 市区別利益金 を み る と （表 3），「利益金」 は 利

子収入 と同義で はな い とし て も，利益率は平均で 28．5％ とな る の で ，大戦前 の 利益率は こ の 程

度で あ っ た と考えて さ し つ か えな い
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 67）

　 1925 年の 東京市社会局 の調査で は質屋 1店 当た りの純利益 は 15％ 〜20％ とされて い るが，

64） 東京市社会局会社部 「質屋に 関す る調査」 1054 −1056 頁 。

65） 竹内 「東京市内質業 に 関す る 統計調査 」 111−112 頁。竹内は ，4 ヵ 月未満 の 受戻比 率 の 高 い こ と

　や貸出金の 現状か らみ て こ の 数字は あ ま りに 過小 で あ る と し て
， 利回 りを 110．8％ と推定 して い る が ，

　竹 内の 式 に したが っ て 計算す る と 98．8％ とな る。竹内の 議論 に 対す る 東京質屋組合に よる 批判 に つ

　い て は ，東京質屋組合 r質屋利子の 研究』 451 −452 頁，を参照。

66）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関 ス ル 調査 」 104 頁。

67）　 東京市社会局会社部 「質屋 に 関す る 調査」 1055 頁。
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表 3 東 京市 質屋 業者の市 区別 1店 当 た リ経営 状況 （1906〜14年平 均）

（単位 ： 円）

〈 参考 〉

市 区 利 益金 貸 出額 運転 資本金 利益率 （％ ） 資本回転率

（1916年）
．．．一一．一 ．一

麹　 町 1，632 19、323 5．855 279 3、40

神　田 1、190 14．ll4 4，277 27．8 431

口本橋 1，213 13，894 4210 288 328

京　橋 L207 14，434 4，374 27，6 4．33

芝 1，259 13，844 4ユ95 30．O 3．65

麻　布 1．032 10，983i 　　 3β28 31．〔｝ 3．57

赤　坂 1、315 15β79i 　　 4751 27．7 4、03
四　谷 1，030 14，0571　 　 　　 4260 24．2 3．53

牛　 込 1、017 ll919 3，612 28．2 380

小石川 1，031 1LO75 3β56 30．7　2 3．56

本 　郷 1，052 11，692 3、543 29，7 3．70

下　 谷 1、403 18724 5，674 24．7 3．45
浅　草 1、254 14，505 4、395 28．5

：
　 　 　 　 　 3．951

本　所 上1077 12，615 3β23 28．21 　　 　　 　 3．82

深　 川 1．001 lQβ35 3、283 30．5 4．08

全市 平均 1ユ651

．
　 　 　 　 13，492 4ρ89 28．5 3．82

注）　1店当た り運転資本金 は，資本回 転率を 3．3 と して 推計 。 〈参考 〉 資本 回 転率の うち，京橋 は

　 京橋 ・月 島2組 合，浅草は 浅草 ・浅草第 2 部組合 の 単純平 均。
資料 ）　東京市編 r東京市統計 年表』 1906 〜14 年 よ り作成。1916 年 の 資本 回 転率は，竹内 「東京 市

　　 内質業 に 関す る統計調査」 110 頁。

32 年末の 調査に よ る と，親質兼業者 25 店を の ぞ く旧市部直質業 者 383 店の うち 90％ 以上が営

業益を 計 Eして お り，1 店当た り年間平均利子収入 は 4，955 円で，そ こ か ら人件費 ， 店舗 ・倉庫

な どの 賃借料，税金，店舗 ・倉庫 ・在庫質物 な ど火災保険料，広 告費な ど の 営 業費 3，084 円

（377店 平 均 ） と流質物処 分損金な ど の経費を差し引 くと年間利益金は 1 店当た り 1，700 円 とな る 。

利子収入 高は質物在庫 高 〔現在貸出高）の 28％ ， 営業利益 は そ の 34％ に 相 当する の で ，利益は

質物在庫高の 9．5％ に な り，した が っ て 8％ 前後の 利益率をあげるた め に は，年利 30％〜36％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6s］

とする 必要があ り，利益率は 総資本規模 3 万 円〜4 万 円に お い て 最大 に な る とい う。

おわ りに一 質屋の 地域分布

　最後に 東京市 の 質屋 の 地 域的分布 の 変化 に つ い て 検討 し て お こ う。

　表 4−1 お よび表 4 −2 は ，市区別の 質屋 1店当た りの 平均貸出額お よび 1 口 当た りの 平均貸出

額と変動係数を しめ して い る 。 変動係数を み る と，1 店当た り平 均貸出額 と 1 口 当た り平均貸出

額では趨勢が異な っ て い る 。 1店当た りの平均貸出額で は ， 大戦前 に い っ た ん 縮小 し た市区間格

差は大戦期 の イ ン フ レ と ともに ふ た た び拡大 し
，

こ の 拡大の傾 向は 1930 年代 ま で 継続 し，質屋

規模 の 2 極化 の 傾 向が明 確に な っ て い る
。 貸出額が 質屋 規模に 相応 し て い る とす る と，京橋，

小石川，浅草，本所，深川 区で は 小 規模化 して い る 。 それ に 対 し て
，

1 口 当た りの VE均貸出額を

　68） 東京質屋組合 r質 屋 利 子 の 研究』403 ，440 ，442 ，459−460，472頁。した が っ て ．質屋業 は 「大資

　　本 の 経営に は絶対不 適当 の もの で あ り，又 人任 せ で は 到底 出来な い 営業 」 で あ る と指摘 さ れ て い る

　　 （同書，1 頁 ）。
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表 4−1 東京市の 質屋 1 店 当た リ年平 均 貸 出額

（単位 ：円）

市区 1906年 1910年 1915年 1920年 1925年 1930年 1935年

麹　町 17，100 20，2412L453 42，669 5917啌553 ，740 541198

神　田 12，596 9、795 15β35 29、410 35．62347 β22 63、028
日本橋 10β65 131096 17、264 30313 33，88532 ．778 33、540
京　橋 12ユ34 13、182 14，405 37β44 36．21244 ，586 39、488

芝 10，946 13，903 12，726 34，784 5480953 ，068 55829

麻　布 10，738 10、265 12270 24．519 62，470 56．110 46，915
赤　坂 13、947 14，208 17，201 35β00 67，165 84．822107 、749

四　 谷 10，6弓6 13，38ユ 14，852 36β27 5LOOO 42，032 501597

牛　込 9，418 10．087 14，583 30．652 45，986 42，924 42，216
小石 川 10，684 9，506 12，946 30，76139 ρ62 35，906 36，545
本 　 郷 9，819 11，955 12261 30，158 51β59 47β97 47β63

下 　谷 15872 15，589 19・125139 ，684 35．719 36，830 6G、975

浅　草 10，811 15，199 16，1911．　　 29，699 39800 44，132 49774

本　所 11，258 13、127
　　　　　 114
・355122 ，956 32，439 44，111 44．887

深　川 ll，197 10，541 lO，954 21，218 20926 35，844 39β23

市部平均 11、600 12β54 14．718 30．860 43，338 44，163 48，868

標準 偏 差 2，125 2732 2．730 5，910 12．535 12ユ44 17，167

変動係数 0．18 0．22  ．19 0．19 0．29 D．27 0．35

資料） 東京市編 r東京市統計 年表』 各年よ り作成。

　　　　　　　　　　 表 4−2　東京市の 質屋 1 口当 た り平均貸出額

（単 位 ； 円）

市 区 1906年 1910年 1915年
　 　 　 　 　 　 　 　 I

l920年 1925年 1930年 1935年

麹 　町 2．22 3．19 343 9．Oll 8、79 8．20 6．76

神　田 191 2．45 2．82 7．96 8．53 7ユ1 5、84
日本 橋 2、27 3、46 3．88 8．80 9ユ0 7．80 5．62

京　橋 L53 1．92 2．25 7．79 6．97 6．36 5．39
芝 L47 2，21 2．27 7，56 8．67 7．36 6．08
麻 　布 1．65 L71 L80 597 8、18 7．0婆 6、21
赤　坂 2．04 2．58 2．98 10．04 11．87 lL17 9．11
四　谷 1．43 330 3、05 7．64 9．05 6．94 6．59

牛　込 1．61 2．08 2．44 7．89 8．59 7．11 5．75
小 石 川 1．26 1．47 L93 6．31 6．57 6ユ1 5．31

本 　郷 1、54 2．32 2．44 7．87 8．10 7．88 6．76

下　谷 1．57 1．77 2．19 6．93 6．18 5．54 6、19

浅　草 1．45 1．91 2．02 5．39 5．42 595 5．09

本 　所 1．12 1．45 1．97 4．24 4．75 5．50 4．68
深　川 1、14 1．17 1．36 3．37 4，69 5．24 4．07

市部平均 1、52 1．96 3．43 6．40 7，36 6．59 5，69

標準偏差 0，342 0．670 0．644 1．734 ヱ．867 1．418 1．ll3

変 動 係 数 022 0．34 0．19」　 　　 027 0．25 0．22 0．20

　 　 　 　 資料）　 東京市編 r東京市統計年表』 各年 よ り作成。

み る と
， 大戦前に い っ た ん 縮小 し た 市区間格差は 大戦期 に 拡大する もの の ，大戦以降は 1930 年

まで 継続 し て 縮小 し て お り，赤坂区を 別にすれば，20 年代半ば以降 1 凵 当た りの 小 口 化が み ら

れる 。

　各区の 特徴として，麹町，牛込，小石川，本郷な どは 「官吏多ク 」，神田，本郷は 「男女学生
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 69｝

ノ取引者多 シ 」，下谷，浅草，本所，深川は 「労働者其他細民 ノ 顧 客多ク 」 と指摘 されて い るが，
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表 5　 質屋 業 者 1店 当 た りの 経 営状 況 （1932年）

（単位 ： 円，％〉

　　市区

．一一一一一一一一
　質屋 数

．．
平均貸出 額

　　　　　．．一一

運 転資本全

　　　（a ｝．．

利子収入

　　（b＞
営業費　　　　　　　1

純利 益

　（c）

利 回 り

（b／a）

利益 率

（c／a ）

麹　町 14 43ユ83 19、718 5．192 3、4971L69526 ．3 8．6

神　 出 42144 ．449 20，296 6．496 3．716 2，77932 ．0 13．7

日本橋 23131 ．494 14381 5，389 2．918 2、47137 ．5 17．2

京　橋
　　139

35，846 16、368　　　　　14
，742 3，086 1，65629 ．0 10．1

芝 55 45．ll6 20、601 4β51 2，536 2，31423 ．5 11．2

麻 　 布 26 40，520 18，502 4776 2，398 2，37825 ．8 12，9

赤　坂 12 90，980 41，543 12871 4，672 8ユ9931 ．0 19．7
四　 谷 29 42．Ol219 ，184 4ρ28 2，619 1，40921 ．0 7．3

牛　込 51 33、74515 ，409 3，793 2β35 1，45824 ．6 9．5

小石 川 59 28．53713 ，031 4，638 2，362 227635 ，6 17．5
本　郷 73 38，718 17，679 5，493 3D72 2、42131 ．113 ．7

下　谷 70 36ρ82 16，476 4，293 2，653 1、640 26ユ
．

10．0

浅　草 83 40．869 18，661 4，210 3ρユ3 ／、197 　　　　　22、61 6．4

本 　所 66 39，56118 ，064 3、545 2，261 1．284 19．6 7．1

深　川 52 34，868 15922 5、776 3211 2、565 36．3 　　　　　16、l
I

合 　 計 694 38、92217773 4、852 2，851 2．00127 ．3 11、3

注） 市区別 の 運 転資 本金 お よ び 資本 回転 率は 詳細 は 不 明 な の で ，運転 資本 は 同 年の 1冂市 部 15 区 の 平 均 資本

　 回転率 2．19 と し て 算 出 （『質 屋利 了
．
の 研究 』372 頁 ）。「純利益 」 は，利子 収入 か ら営業 費を 差 し引い た も

　 の で ，流質物処 分損金 は 含 まれ て い な い 。
資料）　 東京市編 『東京市統計年表』 1932年，508 頁，お よ び東京質 屋紺 合 r質屋利チの 研究』 付表 よ り作成。

表 3 に よ る と，大戦前の 時期は，利 益率 で は 麻布，小石川 ，深川，芝が比較的高 く，
四 谷 と下

谷が低い など地域格差がみ られ る もの の ，の ちの 1930年代に 比較する と大きな差で は ない 。 質

屋 1 店当た りの 利益 金 を み る と，麹町が 断然 1位 で ，以下 ，下 谷，赤坂，芝，浅草とつ づ い て

い る 。 日本 銀行 の 調 査で は 「市内 ノ 質屋中 ， 浅草 ， 卜谷 ， 本所等 ノ 方面 ニ ハ
， 無資産又 ハ 薄資 ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7o ）

モ ノ頗ル 多 」 か っ た とされ る が， こ の 段階で そ の よ うに 断定す る こ とは むずか しい
。

　1920 年代 に おける地域的分布 に つ い て ，さ きの 表 2 を み る と，赤坂は 別格 とし て も，麹町，

芝，麻布 ， 四 谷，牛込，小石川，本郷の 7 区 と，神 田，日本橋，京橋， ド谷，浅草，本所，深

川の 7 区の 大 きく 2 つ の カ テ ゴ リ
ー

に わ け る こ とがで きる 。 利益率に つ い て は 不明で あ るが t

別格 の 赤坂 の 資本回転率は低 く，それに 対 して 本郷，本所，芝な どの 資本回転率は 高い こ とか ら，

質屋経営は よ り順調 で あ っ た こ とが うか がえ る 。 本所，浅草 で は，資本 回転率が 比較的 高 く，ま

た 5 円未満の 小 口 質物が多か っ た の で． これ らの 地域で は受戻期間が 短期 の 小 口 金融が 主で あ

っ た こ と が推測さ れ ， 質屋が庶民金融機関と し て 生活の
一

環 とな っ て い た こ とを物語 っ て い る 。

　表 5 は ，1932 年の市区別の 質屋の経営状況を しめ して い る 。 大戦前の 表 3 と比較す る と ， 利

益率は明 らか に 低 下して お り，赤坂，小石川， 口本橋 ， 深川など利益率の 高い 地域 と，浅草，本

所，四谷な ど利益率 の 低 い 地域 と の 格差が顕著に な っ て い る 。最適資本規模が 2 〜3 万 円 と小 さ

く，し か も専門的な技術や知識を 不可欠 とする とい う質屋の 業態の 特異性 の ゆえに
， 質屋業は 地

域住民密着型 の 金融機関として 存在しつ づける こ とが 可能で あ っ た。し か し，昭和恐慌を境 に ご

　　 69）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関ス ル 調査」 96 頁 。

　　 70）　 日本銀行調査局 「質屋 二 関ス ル 調 査 」 90頁 。
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うし た 2極化 の傾 向が明確に な り，経営の 小規模化と質物の 小 口 化の 進展 に と もな っ て 質屋 の

営業は 変化を 余儀な くされ た が
，

1938 年に は 産業団体統制令に よ り質屋組合は 質屋商業組合に

再編 される こ とに なっ た。
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